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の知名度は低い。それぞれ同じく一九五八年 論文審査を受け いながら、その出版たるや、副論文の出版から六 後に主論文前半部の出版、さらにそこから
何と二五年の歳月を要して、主論文後半部


































































る」と言うのは、 「個体化と関係は不可分である。関係 力は存在の一部をなして、その限界の規定と定義の内 収まりゆく 個体と、関係の個体活動のあいだに境界はない。 関係は存 に同時的である」viiiという意味合いにおいてなのである。シモンドンにおいては、個
体はそれ自体すでに関係で り、単に関係の中にあ というものではないのである。ここ 例示として挙げられる は、相対性、熱力学、量子力学といった、物理学的図式となる。
 
そうした物理学的図式に礎を与える第一哲学、つまり形而上学
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